
令和５年度
９月補正予算の概要

愛媛県西条市
西条市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



- 1 -

１ 原油価格・物価高騰対策関連 ・・・ 3ページ
・ＬＯＶＥ ＳＡＩＪＯポイントの還元により、ＳＤＧｓの達成に資する取組を支援することで、

事業者を支援しながら地域経済を活性化する好循環を創出する。

・指定管理施設の健全な管理運営を支援するため、原油価格等の高騰に伴い上昇している電気料

金及び燃料費の増加見込額を助成する。

２ 豊かな自然と共生するまちづくり ・・・ 5ページ
・近年の局地的な豪雨の増加により、全国的に水害が頻発・激甚化していることから、中心市街

地における雨水函渠の整備を行い、早期に浸水被害の軽減を図る。

３ 快適な都市基盤のまちづくり ・・・ 6ページ
・市民の生活交通を維持、確保するために交付しているバス事業者への補助金について、資金繰

り支援として一部繰り上げて交付する。

４ 災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり ・・・ 7ページ
・現在７施設ある丹原分団の蔵置所を１拠点として集約整備するに当たり、新たな消防車両車庫

の建設予定地となる丹原サービスセンター敷地内の既存丹原分団第７部蔵置所を解体撤去する。

５ 豊かな心を育む教育文化のまちづくり ・・・ 8ページ
・令和７年９月に供用開始予定の（仮称）東部給食センターの整備に当たり、上水道配水管につい

て、既設配水管から当該整備用地までの布設整備等を行う。

６ 活力あふれる産業振興のまちづくり ・・・ 9ページ
・水田農業の競争力強化を図るため、県産米の競争力強化、麦・大豆等の生産性向上、地域生産

体制の強化に向けた取組に要する経費の一部を助成する。

・いしづちエリアで活躍する人材（キャスト）の特徴を活かした独自の滞在コンテンツを創出し、

共感する観光客等とのマッチングを可能とするデジタルプラットフォームをもって誘客する。

今回の補正予算は、地方創生臨時交付金を活用したＳＤＧｓの推進やデジタル田園都市国家構

想交付金を活用した新たな地域観光・滞在コンテンツの創出に加え、浸水被害の早期軽減を図る

ための雨水函渠整備のほか、国や県の補助採択を受けて進める農林業の振興や学校教育の充実な

ど、今回計上することが適当と判断される経費について、補正措置を行っています。
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「ＳＤＧｓ×ＤＸ」による持続可能なまち西条推進事業

163,515千円

原油価格・物価高騰対策関連事業

ＬＯＶＥ ＳＡＩＪＯポイント取扱店における消費や、おいしい食べきり運動推進店での
飲食に対するポイント還元など、ＳＤＧｓの達成に資する取組を支援することで、事業者
を支援しながら地域経済を活性化する好循環を創出する。

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

163,515 - - 163,515

　（※）　地方創生臨時交付金を活用

(※)

（千円）

金額

負担金
(LOVESAIJOポイン
ト原資) 149,400

委託料
(LOVESAIJOポイン
ト推進業務) 14,115

費目

経営戦略部 未来共創課
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指定管理者支援金 総額 34,140千円

原油価格・物価高騰対策関連事業

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

34,140 - - 34,140

　（※）　地方創生臨時交付金を活用

(※)

（千円）

金額

補助金
(指定管理者原油価格
等高騰対策支援金) 34,140

費目

指定管理施設の健全な管理運営を支援するため、原油価格等の高騰に伴い上昇
している電気料金及び燃料費の増加見込額を助成する。



【新規】中心市街地浸水対策事業 12,200千円

上・下水道の整備

（千円）

事業費 国・県 市債 一般財源

12,200 - 12,200 0

緊急自然災害

防止対策事業債

100％

（千円）

金額

委託料 (実施設計) 12,200

費目

環境部 下水道工務課

 事業内容
・朔日市地区：雨水函渠の整備（Ｌ＝598m）、事業期間：R5～7
・三津屋地区：雨水函渠の整備（Ｌ＝375m）、事業期間：R6～7

近年の局地的な豪雨の増加により、全国的に水害が頻発・激甚化していることから、中
心市街地における雨水函渠の整備を行うことで、雨水の流下能力を向上させ、早期に浸水
被害の軽減を図る。本年度は、朔日市地区の雨水函渠整備に係る実施設計を行う。
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出典：流域治水施策集 目的とそれぞれの役割より（国土交通省・農林水産省・文部科学省・経済産業省）

【
文字
（管渠

文章修正
（浸水被害の早期解消・軽減を図る



地方バス路線運行対策事業 64,482千円

交通体系の整備

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

64,482 - - 64,482

市民の生活交通を維持、確保するため、運行している路線バスに対する助成について、
バス利用者がコロナ禍前までには依然回復していないことから、厳しい経営環境に置か
れているバス事業者の資金繰りを支援するため、補助金を一部繰り上げて交付する。

（千円）

金額

補助金
(地方バス路線運行
対策事業費) 64,482

費目

市民生活部 くらし支援課

 交付対象： 瀬戸内運輸株式会社 6路線8系統
せとうち周桑バス株式会社 5路線9系統
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【解体建物現況写真】

（千円）

事業費 国・県 市債 一般財源

9,867 - 9,800 67

緊急防災・減災事業債

100％

丹原分団統合整備事業

（千円）

金額

工事費
(丹原分団蔵置所等
整備) 9,867

費目

消防本部 総務課

9,867千円
（既定：4,785千円）

防災・減災対策の強化

 所在地 ：丹原町池田1733番地1（丹原サービスセンター）
 整備概要 : 鉄骨造平屋建て及びRC造（延床面積約230㎡ ）・付属設備
 事業期間 : 令和5年度～令和6年度
 総事業費 : 約5,500万円

現在7施設ある老朽化した丹原分団の蔵置所について、丹原サービスセンター庁舎
別館等を改修し、1拠点として集約整備するに当たり、新たな消防車両車庫の建設予
定地となる同敷地内の既存丹原分団第7部蔵置所を解体撤去する。



小学校理科教育設備整備事業 9,030千円

教育委員会事務局 学校教育課

観察・実験活動を通じて、自然や科学技術に対する関心を高め、児童の科学的思考力、
判断力、問題解決能力等を育成するため、小学校の理科教育において必要となる設備を整
備する。

 対象 ： 小学校25校
 事業内容 ： 顕微鏡、人体解剖模型、上皿天秤等の理科教育設備の購入

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

9,030 4,515 - 4,515

国1/2

（千円）

金額

備品購入費 9,030

費目

学校教育の充実

（仮称）東部給食センター整備事業
9,845千円

（既定：116,403千円）

教育委員会事務局 教育総務課

（千円）

事業費 国・県 市債 一般財源

9,845 - 8,700 1,145

合併特例債

95％

（千円）

金額

工事費 (水道送配水管布設) 9,262

負担金 (水道加入金) 583

費目

学校教育の充実

・延床面積： 約2,500㎡
・調理能力： 最大4,500食/日
・供用開始： 令和7年9月（予定）
・総事業費 : 約63億4,000万円

（令和22年度までの運営委託料を含む）

 事業内容
・上水道配水管布設工事
（配水管布設、舗装工事等）
L＝100ｍ 配水管φ100
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令和７年９月に供用開始予定の（仮称）東部給食センターの整備に当たり、上水道
配水管について、既設配水管から当該整備用地までの布設整備等を行う。



（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

15,614 10,457 - 5,157

県1/2

県1/3

水田農業競争力強化支援事業
農林水産部 農水振興課

15,614千円

農業の振興
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未来型果樹産地強化支援事業
農林水産部 農水振興課

12,034千円

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

12,034 8,053 - 3,981

県1/3

（千円）

金額

補助金
(未来型果樹産地強
化支援事業費) 12,034

費目

農業の振興

水田農業において克服すべき課題や今後10年間の振興目標を定めた愛媛県米・麦・大
豆生産振興ビジョンに基づき、水田農業の競争力強化を図るため、農業協同組合が行う
県産米の競争力強化、麦・大豆等の生産性向上、地域生産体制の強化に向けた取組に要
する経費の一部を助成する。

 事業主体： えひめ未来農業協同組合、周桑農業協同組合
 事業内容： 農業機械導入、ハルヒメボシ栽培実証試験、先進事例研修
 補助率 ： ハード事業 県1/3、市1/6

： ソフト事業 県1/2

未来型果樹園の創造とブランド果実の安定供給による儲かる果樹農業の確立を目指す
ため、農業協同組合が行う生産基盤強化に必要なハウス等設備、機械の導入に要する経
費の一部を助成する。

 事業主体： 周桑農業協同組合、東予園芸農業協同組合
 事業内容： 果樹栽培省力化機械導入（キウイフルーツ、柿、柑橘類等）

ハウス施設新設（甘平、紅まどんな）
かん水設備・果樹棚新設（キウイフルーツ）

 補助率 ： 県1/3、市1/6

（千円）

金額

補助金
(水田農業競争力強
化支援事業費) 15,614

費目



森林整備担い手確保育成対策事業
農林水産部 林業振興課

3,041千円

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

3,041 1,733 - 1,308

県1/3

（千円）

金額

補助金
(森林整備担い手確
保育成対策事業費） 3,041

費目

林業の振興
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有害鳥獣捕獲隊等育成事業
農林水産部 林業振興課

1,250千円

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

1,250 625 - 625

県1/2

（千円）

金額

補助金
(有害鳥獣捕獲隊等
育成事業費) 1,250

費目

資質の高い森林整備の担い手を確保・育成するため、森林組合や認定林業事業体が行
う林業従事者の労働安全衛生環境の充実、技術及び技能の向上並びに福利厚生の充実を
図る取組に要する経費の一部を助成する。

 事業主体： いしづち森林組合、認定林業事業体（市内２団体）
 事業内容： 退職金制度掛金、安全装備品・機械器具の整備、林業技術研修への参加、

蜂アレルギー防止対策、資格取得
 補助率 ： 県1/3、市1/3

林業の振興

有害鳥獣捕獲の担い手が減少傾向にある中、農林作物被害の軽減を図るため、猟友会
が行う有害鳥獣捕獲隊等の組織化を促進する取組に要する経費を助成する。

 事業主体 ： 市内猟友会
 対象経費 ： 狩猟免許更新手数料等
 補助率 ： 県1/2、市1/2
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（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

534 - - 534

農林水産部 農林土木課

534千円

【新規】農地農業用施設災害復旧事業(令和５年７月豪雨)

農業の振興

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

1,301 - - 1,301

土地改良区等が管理する農地農業用施設について、令和５年５月３０日～６月４
日の台風３号により被害を受けたことから、災害復旧工事に要する経費に対して助
成を行う。

農業の振興

 対象箇所： 石積復旧：丹原町徳能、千町、神戸地区
水路復旧：港新地地区

（千円）

金額

補助金
(農地農業用施設
災害復旧事業費) 1,301

費目

農林水産部 農林土木課

1,301千円

【新規】農地農業用施設災害復旧事業(令和５年台風３号災)

 対象箇所 ： 石積復旧：吉岡地区
農地流出：吉岡地区

（千円）

金額

補助金
(農地農業用施設
災害復旧事業費) 534

費目

土地改良区等が管理する農地農業用施設について、令和５年７月１日に発生した
梅雨前線により被害を受けたことから、災害復旧工事に要する経費に対して助成を
行う。
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【新規】地域観光・滞在コンテンツ創出事業

 事業期間 ： 令和５年度～令和７年度
 総事業費： 約1億880万円
 事業内容 ： ①キャストの発掘および滞在コンテンツ造成

②デジタルプラットフォームの構築（旅行者と地元住民のマッチング）等

産業経済部 観光振興課

22,826千円

（千円）

事業費 国・県 その他 一般財源

22,826 11,370 - 11,456

国1/2

（千円）

金額

負担金
(石鎚山系連携事
業協議会) 22,740

旅費 56

需用費 (消耗品費) 30

費目

観光産業の創出

来訪回数の増加や滞在期間を延ばし、
『何度も地域に通う旅』『第２のふるさと』を推進する。

【デジタルプラットフォーム稼働イメージ】

ポストコロナにおける新たな観光施策として、いしづちエリアで活躍する人材（キャ
スト）のスキルや趣味などの特徴を活かした独自の滞在コンテンツを創出するとともに、
それに共感する観光客等とのマッチングを可能とするデジタルプラットフォームをもっ
て誘客することで、当該エリアへの愛着や関心を高め、来訪回数の増加や滞在時間の長
期化を図る。


